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平成 28年第７回  日高市教育委員会会議録  

 

開催の日時  平成 28年７月 20日（水曜日）午後１時 45分から３

時 40分まで  

会議開催の場所  市役所 503会議室  

会議の公開又は非公開の別  公開。ただし人事案件は非公開。  

非公開理由  個人に関する情報が含まれるため。  

出席委員の氏名  中村一夫（教育長）・矢次健志・島村由起男・清

水慶育・神山好子  

欠席委員の氏名  なし  

説明員の職氏名  教育部長  野村泰平・教育部参事  島津芳久・教

育総務課長  鈴木雅広・学校教育課長  中村公一

・学校教育課副参事  稲村浩之・生涯学習課長  

関根俊介・生涯学習課副参事  中平薫  

出席した事務局職員の職氏名  教育総務課主査  菊地誠治  

傍聴者数  １人  

会議資料の名称  会議次第・教育長報告・報告第２号・議案第 46号

から第 49号・配布資料一覧  

 

議題及び決定事項等  

 報告第２号  専決処理について   

       原案どおり承認  

議案第 46号  日高市要保護及び準要保護児童生徒就学援助費の支給に関する要綱

の一部を改正する告示  

  原案どおり可決  

議案第 47号  日高市教育事務の点検評価に係る学識経験者の委嘱について  

原案どおり可決  

議案第 48号  日高市教育振興基本計画策定等委員会委員の委嘱について  

      原案どおり可決  

議案第 49号  日高市社会教育委員の委嘱について  

原案どおり可決  

 

会議の経過  

１）前回会議録の承認事項  出席委員異議なく承認  

２）教育長の報告の要旨  

○校長会議、教育委員会部課長会議における教育長指示・伝達内容について報告

した。  

○その他、各部課長から、実施した事業等の結果と今後の予定を報告した。  

３）教育長報告についての質疑及び答弁の要旨  
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【教育長報告関連】  

（委員）高麗川公民館の「小学生野球教室」について、講師として埼玉西武ライオ

ンズＯＢが来るということであるが詳細は。  

（生涯学習課長）ＯＢが２名来るが、現時点では講師の方については、未定である。

埼玉西武ライオンズとの協定に基づく事業となる。  

 

（委員）武蔵台公民館の「くらしの経済セミナー」について、詳細は。  

（生涯学習課長）全４回で、金融商品などの基礎知識、株式投資の基礎知識などを

日本証券業協会の登録講師による講座となる。  

 

（委員）日高塾が初めて開催されたが、開催状況や様子は。  

（学校教育課副参事）児童 43 名登録のうち 41 名が参加し、指導者が７名程度で個

別指導を行った。児童からは、個別指導のため理解しやすいとの声があった。  

（委員）今回のテーマ、教材及び進め方は。  

（学校教育課副参事）学校からの宿題をやりたい児童は宿題を進め、宿題が終わっ

ている児童については、用意したプリントを個人で進めていく。疑問があるとこ

ろについて、指導者が教えていった。  

（委員）参加児童はどのような児童が対象だったのか。  

（学校教育課副参事）目的として、基礎学力及び学習習慣の定着を目的としている

が、学力的には、いろいろな児童が参加していたようである。  

（委員２）高根小学校区の日高塾は１回で終わりか。また、指導者はどのような方

が教えているのか。  

（学校教育課副参事）毎月１回、土曜授業がある日の午後２時から開催していく。

指導者については、元教員、大学講師ＯＢ、教員を目指している大学生、市の学

習支援員が教えている。  

（委員２）参加児童は、毎月入れ替わるのか。または、参加児童は固定として、希

望によって、参加不参加を決められるのか。  

（学校教育課副参事）申込時に、原則すべての日に参加することをお願いしている。

登録制ということで、実施している。  

（委員２）自主的に学習できる良い機会であるので、自分で解決できたという達成

感を味わうことができるように、指導者に共通理解を持って進めていただきたい。  

（学校教育課副参事）指導者の共通方針として、まず、児童をたくさん褒めてあげ

ることと、児童がわからない箇所について、個別・丁寧に対応することとしてい

る。  

（委員３）学力・学習習慣の定着を目的とする中で、最終的にどの程度までを目指

していくのか。  

（学校教育課副参事）どんな児童も、学校の授業が楽しくなり、積極的に学習に臨

めるようになる程度が理想である。  

（委員３）対象学年が小学４から６年生ということであるが、そのほかの学年につ

いては実施しないのか。  



 

 3 

（学校教育課副参事）小学４から６年生が、基礎からつまずいた場合、勉強から離

れてしまいやすい学年ととらえているためである。  

 

（委員）校長候補者選考について、論文、面接の前に事前審査などはあるのか。  

（教育部参事）校長選考については、１次試験はない。全体の流れとして、各教育

事務所が論文、面接を実施したのちに県が面接、集団討論を実施する。  

（委員）合否の結果及び判断過程について、候補者へ開示するのか。  

（教育部参事）結果のみ開示される。  

 

（委員）武蔵台公民館のジュニアサマースクールはどのようなものか。  

（生涯学習課長）武蔵台公民館の独自事業であり、２０名ずつ、全６回予定してい

る。  

 

【教育長報告：資料１関連】  

（委員）教育長会議等報告の学力・学習状況調査について、個別に学力の変化の配

布となっているが、過去からのものか。  

（教育長）今年度からスタートしたもので、今回は、前年との比較のみとなる。今

後は、継続したデータとなっていくものである。  

（委員２）学力調査について、学校現場にどのように生かしていくか。  

（教育部参事）今年度に開始されたものであり、まだ、未定の部分が多いが、個票

について、データを分析し次につなげる方策として、学力向上推進委員会などで、

各学校の事例などを集め研究していきたいと考えている。  

 

（委員）コミュニティスクールの意義やメリットはどういうことを言っていたのか。  

（教育長）校長が、学校運営協議会に方針を提案し、承認を得たうえで学校運営を

進めていく方式であるが、学校との敵対組織ではなく、地域と学校が一体となっ

て進めるための方式である。この方式により、校長及び学校の主体性がなくなる

ということではないとのことである。  

 

（委員）先進地視察について、どのような部分を先進地と判断して視察に行ったの

か。  

（学校教育課長）全国学力調査で、点数（学力）が高い自治体を基準に、学力向上

に係る取組み状況を視察したものである。先進地から学んだこととして、日々の

基本的な部分を非常に大事にして、授業などに取り組んでいたところが印象に残

っている。  

（委員）基本的な部分を大事にしているとのことであるが、何を比べて日高市との

差を感じたのか。  

（学校教育課長）視察の目的として、先進的な取組みがあるのではないかというス

タンスで視察したが、実際は、特別な取組みをしているわけではなく、本来やる

べきことを徹底、工夫していたということである。  
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（委員２）先進地視察について、全体的な良し悪しを視察するのではなく、視察す

るポイントをある程度、事前にテーマを絞ってから行ってもらいたい。  

（学校教育課長）能代市を視察するにあたり、資料を事前に送付いただくことにな

っており、ポイントを絞って視察したいと考えている。  

（委員）「学校教育における自殺予防」を作成し、各校に配布とあるが、内容及び

配布対象は。  

（教育長）例えばいじめなど、特定の事案に特化した内容ではなく、全般的な内容

である。配布対象は、子どもではなく教員用である。  

 

４）議案についての質疑及び答弁の要旨（生涯学習課副参事  退出）  

 議案第 46 号について  質疑なし  

 

【非公開審議】  

報告第２号について   

（委員）休職の最大継続年数は。  

（教育部長）３年となる。  

 

議案第 47 号について  質疑なし  

議案第 48 号について  質疑なし  

 議案第 49 号について  質疑なし  

 

５）その他  

（１）次回定例会の日程等について  

○８月定例会：８月 22日（月曜日）午後１時 40分から  委員了承  

○９月定例会：９月 21日（水曜日）午後１時 40分から  委員了承  

（２）その他連絡事項  

 ○日高市中学生海外派遣事業  

  壮行会    ７月 24日（日曜日）午後４時 00分から【市役所 501会議室】  

  帰国報告会  ７月 31日（日曜日）午前９時 00分から【市役所 501会議室】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


